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澱粉由来アスファルト添加剤の開発

成果の特徴
• 澱粉と脂肪酸を原料に製造した脂環式脂肪酸エステルC-AGは、低エネルギープロ
セスでアスファルト（StA）と混合物（StA/C-AG）を作ります。

• C-AGをアスファルトに添加すると、アスファルトの粘弾性状が変化し、道路の損
傷を防ぐ効果が期待できます。
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周波数分散測定
γ= 0.1%、T=25℃

温度分散測定
ω=10 rad/s、γ= 0.1%

アスファルト

SBS改質アスファルト

C-AG添加アスファルト

粘弾性状

想定される用途・連携希望先
本成果は、アスファルトの粘弾性を調整する添加剤として利用できます。

アスファルトは熱可塑性で
あるため、60℃（夏季路面
温度）で軟らかくなり道路
の損傷が起こります。C-AG
を添加すると、60℃付近ま
では耐流動性が高くなり道
路の損傷を防ぐ一方、80℃
～では流動性が増し加工性
が向上します。

アスファルトは速い速度に
対しては硬く、遅い速度に
対しては軟らかくなる性質
があります。このため、交
差点やバス停などでは道路
損傷が起こりやすくなりま
す。 C-AGを添加すると、
様々な速度に対して硬さを
示すようになります。

速い遅い
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